
【休
館
日
】　

月
曜
日
、

　
　
　
　
　
　
　

た
だ
し
9 

21
、
10 

12
（と
も
に
月
・祝
）、
11 

2
（月
）は
開
館
し
、

　
　
　
　
　
　
　

10 

13
（火
）は
休
館

　

根
津
美
術
館
は
、
二
人
の
「嘉
一
郎
」に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
多
く
の

優
れ
た
古
美
術
品
を
集
め
た
初
代
嘉
一
郎
と
、
そ
の
遺
志
に
従
い
美
術
館
を
創
設
し
戦
火
を
超
え
て

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
守
り
伝
え
た
二
代
嘉
一
郎
で
す
。

　

実
業
家
で
あ
っ
た
初
代
根
津
嘉
一
郎
は
、
明
治
39
年
（1
9
0
6
）に
行
わ
れ
た
入
札
会
で
「花
白
河
蒔

絵
硯
箱
」を
破
格
の
値
段
で
落
札
し
、
蒐
集
家
と
し
て
も
著
名
に
な
り
ま
し
た
。
明
治
42
年
（1
9
0
9
）

米
国
視
察
実
業
団
に
参
加
し
た
際
、
公
共
の
利
益
の
た
め
に
惜
し
み
な
く
寄
付
を
行
う
米
国
の
文
化

に
感
銘
を
受
け
、
ま
た
い
に
し
え
よ
り
大
切
に
さ
れ
て
き
た
古
美
術
品
が
か
え
り
み
ら
れ
る
こ
と
な
く

欧
米
に
売
ら
れ
て
い
る
状
況
を
知
っ
て
こ
れ
を
憂
い
、
以
後
一
層
蒐
集
に
励
み
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
公
開
の

意
思
を
強
め
て
い
き
ま
し
た
。
60
歳
を
超
え
て
か
ら
本
格
的
に
取
り
組
ん
だ
茶
の
湯
の
同
好
の
士
と
の

交
わ
り
も
、
蒐
集
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　

昭
和
15
年 (

1
9
4
0)

に
急
逝
し
た
初
代
の
遺
志
を
継
ぎ
、
二
代
嘉
一
郎
は
同
年
財
団
法
人
根
津

美
術
館
を
設
立
、
翌
昭
和
16
年
（1
9
4
1
）11
月
に
根
津
邸
で
、
絵
画
、
墨
跡
、
古
筆
、
彫
刻
、
茶
道
具

な
ど
約
60
件
で
初
の
美
術
展
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
戦
争
の
激
化
に
よ
り
閉
館
、
根
津
邸
は
空
襲

で
失
わ
れ
ま
し
た
が
、
美
術
品
は
疎
開
さ
せ
守
り
抜
き
ま
す
。
展
覧
会
の
再
開
は
、
早
く
も
終
戦
の
翌
年

昭
和
21
年
（1
9
4
6
）10
月
の
こ
と
で
し
た
。

　

財
団
創
立
75
周
年
を
記
念
す
る
特
別
展
と
し
て
、
国
宝
7
件
、
重
要
文
化
財
87
件
を
擁
す
る

約
7
4
0
0
件
の
当
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
初
代
嘉
一
郎
の
蒐
集
の
軌
跡
を
た
ど
り
、
特
に
書
画
と

茶
道
具
の
名
品
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。



国宝　鶉図　伝 李安忠筆　
1幅　絹本着色　中国・南宋時代　12-13世紀　
根津美術館蔵

精
緻
な
筆
遣
い
で
、
一
羽
の
鶉
を
写
実
的
に
描
い
た
南
宋
花
鳥
画

の
名
品
。
東
山
御
物
と
し
て
名
高
い
本
作
品
を
、
初
代
嘉
一
郎
は

大
正
元
年
（1
9
1
2
）に
入
手
し
た
。

国宝　布袋蔣摩訶問答図　因陀羅筆・楚石梵琦賛
１幅　紙本墨画　中国・元時代　14世紀　
根津美術館蔵

禅
味
に
富
ん
だ
因
陀
羅
の
絵
は
茶
人
の
間
で
す
こ
ぶ
る
人
気
が
高
か
っ

た
。
布
袋
和
尚
と
、
釈
迦
の
前
世
の
姿
で
あ
る
蔣
摩
訶
を
描
く
。
田
安

徳
川
家
伝
来
の
こ
の
１
幅
は
、
大
正
13
年
（1
9
2
4
）購
入
。

重要文化財　花白河蒔絵硯箱
1合　木胎漆塗　日本・室町時代　15世紀
根津美術館蔵　　

重要文化財　加賀光悦茶碗　本阿弥光悦作
1口　日本・江戸時代　１７世紀
相国寺蔵

筒
形
の
赤
楽
茶
碗
で
、
口
廻
り
か
ら
胴
部
に
箆
目
を
加
え
た
、
作
為
の

強
い
茶
碗
で
あ
る
。
そ
の
た
め
か
、
光
悦
作
と
さ
れ
る
茶
碗
で
は
珍
し
く

「加
賀
光
悦
」写
し
の
茶
碗
が
幾
つ
か
見
ら
れ
る
。
初
代
嘉
一
郎
は
こ
の

茶
碗
に
感
銘
を
う
け
、
加
賀
光
悦
写
し
の
茶
碗
を
も
と
め
た
。

金
沢
を
訪
れ
た
時
に
初
代
嘉
一
郎
は
、
こ
の
香
合
を
一
目
み
た

い
と
熱
望
し
た
。
柔
ら
か
な
白
釉
に
赤
、
緑
、
黒
で
彩
色
さ
れ
て
い

る
。
江
戸
時
代
前
期
の
日
本
か
ら
の
注
文
品
で
あ
っ
た
。色絵白雁香合　

1合　オランダ　17-18世紀
石川県立美術館蔵

その他の主な出品作品

重要文化財

　牧牛図

毛倫筆

中国・元時代

13-14世紀

重要文化財

大威徳明王像

日本・鎌倉時代

13世紀

重要文化財

夕陽山水図

馬麟筆　理宗賛

中国・南宋時代

13世紀

重要文化財

瓜虫図

呂敬甫筆

中国・明時代

14-15世紀

重要文化財

江天遠意図

伝周文筆・大岳周崇
ほか11僧賛

日本・室町時代

15世紀

重要文化財

龍巌徳真墨蹟　偈

中国・元時代

至順2年（1331）

重要文化財

一山一寧墨蹟　進道語

日本・鎌倉時代

正和4年（1315）

重要文化財

無学祖元墨蹟　偈断簡

日本・鎌倉時代

弘安3年（1280）

重要文化財

梅松文真形霰釜

　大江宣秀作

日本・室町時代

永世14年（1517）

重要文化財

秋野蒔絵手箱

日本・室町時代

15世紀

展示室1,2　

「コレクションの形成と茶の湯」

2 根津美術館　財団創立75周年記念特別展「根津青山の至宝　―初代根津嘉一郎コレクションの軌跡―」

唐物道具から侘茶の道具へ

初代根津嘉一郎（1860‐1940）は、明治30年代

に甲州（山梨県）から東京に活動の場を移し、

実業の傍ら古美術品の収集にも励みました。

収集の軌跡に、収集家から茶の湯の達人へと

変わっていく様子をご覧下さい。

はなのしらかわまきえすずりばこ か が こ う え つ ち ゃ わ ん ほ ん あ み こ う え つ

か ら も の ど う ぐ わ び ち ゃ

い ろ え は く が ん こ う ご う

ほ て い し ょ う ま か も ん ど う ず い ん だ ら うず らず りあんちゅう

へ

ら

め

初
代
嘉
一
郎
は
、
第
2
回
の
大
阪
平
瀬
家
の
売
立
で
、
こ
の
硯
箱
を
手
に

入
れ
る
た
め
大
阪
ま
で
出
向
い
た
。
札
を
入
れ
た
の
ち
夜
汽
車
で
東
京
へ

戻
り
、
翌
朝
新
聞
で
落
札
を
知
っ
た
と
い
う
。

ぜ

ん
み

（展示期間　9/25-11/3）

そ せ き ぼ ん き



国宝　根本百一羯磨　
1巻　紙本墨書　日本・奈良時代　8世紀　根津美術館蔵

国宝　観普賢経　
1巻　彩箋墨書　日本・平安時代　11世紀　根津美術館蔵

交
互
に
継
い
だ
濃
淡
の
色
紙
に
、

微
細
な
金
箔
を
撒
い
た
高
雅
な
装
飾

料
紙
と
、
優
美
な
和
様
の
書
が
特
徴
。

平
安
後
期
を
代
表
す
る
色
紙
経
の

優
品
で
あ
る
。

蓮燕図　伝 牧谿筆　
1幅　紙本墨画
中国･元時代  13世紀　
三井記念美術館蔵

重要文化財　青井戸茶碗　銘 柴田
1口　高麗茶碗　朝鮮・朝鮮時代　16世紀
根津美術館蔵

端
正
な
姿
に
淡
い
枇
杷
色
の
釉
が

か
か
り
片
身
で
青
味
を
呈
し
て
い
る
。

根
津
は
昭
和
9
年
（1
9
3
4
）
に

こ
の
茶
碗
を
手
に
入
れ
た
。
茶
の
湯

に
打
ち
込
ん
だ
時
期
で
あ
っ
た
。

大
正
6
年
（1
9
1
7
）
市
場
に
出
た
こ
の
仏
教
絵
画
を
嘉
一
郎
は
落
札
し
た
。
一
筋

の
滝
の
す
が
た
に
、
自
然
へ
の
畏
敬
の
念
が
込
め
ら
れ
た
名
品
で
あ
る
。

国宝　那智瀧図　
1幅　絹本着色 日本･鎌倉時代　13-14世紀
根津美術館蔵

その他の主な出品作品

重要文化財

観音菩薩受記経

（聖武天皇勅願一切経経）

日本・奈良時代

8世紀

重要文化財

　　註楞迦経巻第七

日本・奈良時代

8世紀

重要文化財

大般若経巻第二十三

（長屋王願経）

日本・奈良時代

8世紀

展示室 5　

「古経同好会」

3 根津美術館　財団創立75周年記念特別展「根津青山の至宝　―初代根津嘉一郎コレクションの軌跡―」

重要文化財

文琳茶入　銘 白玉

中国・南宋～元時代

13-14世紀

　　　　　　　　

赤茶碗　膳所光悦

本阿弥光悦作

日本・江戸時代

17世紀

MOA美術館蔵

重要文化財

宗峰妙超墨蹟

上堂語／凩墨蹟

日本・鎌倉時代

14世紀

九州国立博物館蔵

重要文化財

天狗草紙絵巻

日本・鎌倉時代

13世紀

重要文化財

釈迦八相図

日本・鎌倉時代

13世紀

珠玉の古写経コレクションを入手した初代嘉

一郎は、大正9年(1920)1月30日、益田鈍翁・

高橋箒庵ら同好の士を自邸に招いて、それらを

展観、披露する古経同好会を開きました。

な ち の た き ず

あ お い ど ち ゃ わ ん し ば た

れ ん え ん ず もっ け い

こんぽんひゃくいちこんま

かんふげんきょう

濃
淡
の
墨
を
駆
使
し
、
蓮
の
実
に

と
ま
っ
た
燕
を
描
く
。
20
点
以
上
に

の
ぼ
っ
た
嘉
一
郎
の
牧
谿
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
一
点
。
後
に
新
町
三
井
家
の
所
蔵

と
な
っ
た
。

堂
々
た
る
書
で
、
表
紙
や
軸
は
原
装

を
と
ど
め
る
。
全
10
巻
中
8
巻
が

正
倉
院
、
巻
第
五
が
白
鶴
美
術
館
、

巻
第
六
が
当
館
の
所
蔵
。
修
理
後
初

の
展
示
と
な
る
。

美術館構想につながる自邸での展観

た か は し そ う あ ん

ま す だ ど ん の う

び

わ



重要美術品　石山寺蒔絵源氏箪笥　
1基　木胎漆塗　日本・江戸時代　17世紀　根津美術館蔵

『源
氏
物
語
』の
冊
子
を
収
め
る
た
め

の
箪
笥
。
茶
席
で
こ
の
よ
う
な
大
型

の
作
品
を
飾
る
こ
と
は
少
な
い
が
、

初
代
嘉
一
郎
は
あ
え
て
書
院
の
地
袋

の
上
に
置
い
て
披
露
し
た
。

赤
く
焼
け
た
肌
に
、
丸
い
胴
部
が

愛
ら
し
い
茶
碗
で
あ
る
。
初
代
嘉
一

郎
は
楽
焼
を
好
み
、
薄
茶
の
茶
碗

と
し
て
し
ば
し
ば
用
い
た
。

赤楽茶碗　銘 ハッサイ　伝 楽道入作 
1口　日本・江戸時代　17世紀　根津美術館蔵

ヨーロッパを魅了した盉を中心に

その他の主な出品作品

重要文化財

饕餮文斝

中国・殷時代

紀元前13-12世紀

重要文化財

双羊尊

中国・紀元前

13-11世紀

4

展示室 6

「永久訣別の茶会」

展示室 4

「中国古代の青銅器」

根津美術館　財団創立75周年記念特別展「根津青山の至宝　―初代根津嘉一郎コレクションの軌跡―」

神仏を崇敬する精神のかたち

昭和15年（1940）1月4日、初代嘉一郎は80歳

で世を去ります。亡くなる直前に催していた茶

会を、金沢の美術商 越沢宗見はのちに哀悼

の意を込めて、「永久訣別の歳暮茶事」と名付

けました。

重要文化財　饕餮文方盉（左器）
3箇のうち　中国・殷時代　前13-12世紀

根津美術館蔵

重要文化財　十一面観音立像龕（部分）
1面　中国・唐時代　7世紀
根津美術館蔵

大般若経 および 春日厨子
日本・鎌倉時代　13世紀　
根津美術館蔵

初代嘉一郎は、1935年英国ロンドンのロイヤル

アカデミーで開催された中国美術展へ、この盉

の出品要請を受け、応じました。

展示室 3 ・ ホール

「仏教美術の蒐集」

こ し ざ わ そ う け ん

その他の主な出品作品

重要文化財

竹雀図

伝牧谿筆

中国・元時代

13世紀

青磁算木文香炉

龍泉窯

中国・南宋～元時代

12-13世紀

色絵椿輪花向付

尾形乾山作

日本・江戸時代

18世紀

その他の主な出品作品

弥勒菩薩立像
クシャーン時代

と う てつ も ん ほ う か

じゅういちめんかんのんりゅうぞうがん だいはんにゃきょう

らくどうにゅう

い し や ま で ら ま き え げ ん じ だ ん す

じ
ぶ
く
ろ

え い き ゅ う け つ べ つ

せ い ぼ ち ゃ じ

あ い と う

か

初代嘉一郎渾身の取り合わせ

上記記載のあるもの以外は

すべて根津美術館蔵

近代化する社会の中で、日本人が神仏への

畏敬の念を失ってゆくのではないか  ―  この想い

が、初代嘉一郎を仏教美術品の蒐集に駆りた

てました。
か す が ず し

か



開催概要

財団創立75周年記念特別展「根津青山の至宝 －初代根津嘉一郎コレクションの軌跡－」　

根津美術館

2015年9月19日(土)～11月3日(火・祝)
午前10時〜午後5時 ［入館は午後4時30分まで］

毎週月曜日、ただし9/21、10/12（ともに月・祝）、11/2（月）は開館、10/13（火）は休館。

一般1200円（1000円） 学生1000円（800円） 
＊(  )内は20名以上の団体料金、中学生以下無料

一般1100円  学生900円

2015年7月30日(木)～9月6日(日)「絵の音を聴く －雨と風、鳥のさえずり、人の声－」展開催期間中、

根津美術館ミュージアムショップにて販売

地下鉄銀座線・半蔵門線・千代田線〈表参道〉駅下車　A5出口（階段）より徒歩8分、

B4出口（階段とエスカレータ）より徒歩10分、B3出口（エレベータまたはエスカレータ）より徒歩10分

〒107-0062 東京都港区南青山 6-5-1
TEL 03-3400-2536 (代表)
http://www.nezu-muse.or.jp (日本語・English)
http://www.nezu-muse-app.jp (日本語・English)
＊携帯サイトは機種により閲覧できない画面があります。

「App Store」・「Google play」から根津美術館を検索してダウンロード

次回展

2015年　11月14日（土）～12月23日（水・祝）

源氏物語、平家物語、曾我物語、西行物語、酒呑童子物語…多彩な物語を絵で楽しみます。

物語をえがく －王朝文学からお伽草子まで－

「根津嘉一郎　―コレクターから茶人へ―」 
日時 　　　 9 月26日（土）　   午後2時～3時30分
講師 　　　西田 宏子 　　 （根津美術館　顧問）
「根津青山の茶友たち」 
日時 　　　10月24日（土）　   午後2時～3時30分
講師 　　　齋藤 康彦 氏　（山梨大学  名誉教授）
＊いずれも会場は根津美術館講堂 （定員 130名）

往復葉書の往信裏に、展覧会名・住所・氏名（返信面にも・裏は白紙のまま）・電話番号をご記入うえ、

〒107-0062 東京都港区南青山6-5-1 根津美術館 講演会係宛にお申込みください。

＊「講演会１」は9月12日（土）、「講演会２」は10月10日（土）締切（当日消印有効）。

＊参加希望者1名1講演会につき、1枚の往復はがきでお申込みください。

日時 　　　10月  2日（金）　   午後1時30分から約45分間 　   「展示室5 古経同好会」 　   
　　　　　　 10月16日（金）　   　　　　   　　〃                             「展示室6 永久訣別の茶会」 　   
＊いずれも会場は根津美術館講堂 （先着 130名）。　学芸員が スライドを用いて説明いたします。 

9月25日（金）、10月23日（金）、10月30日（金）　   午前11時00分から約40分間
＊いずれも会場は展示室1.2 （先着 35名）

＊事前申込みは不要。午前10時より美術館受付にてお１人につき１枚の整理券を配布します。開始10分前に、

    整理券をお持ちのうえ、ホール階段下へお集まりください。

関連プログラム

※いずれも聴講は無料ですが入館料をお支払いください。

特別催事

5 根津美術館　財団創立75周年記念特別展「根津青山の至宝　―初代根津嘉一郎コレクションの軌跡―」

日時　　　10月15日（木）　「初代根津嘉一郎の茶席　―大津馬図披露茶会にちなんで―　」（詳細未定）　

＊この他にも茶会を開催する予定です。特別催事詳細は、決定次第、HP・館内掲示でお知らせします。

茶席

講演会１

講演会２

〈申込方法〉

スライドレクチャー

ギャラリートーク　

【 展 覧 会 名 】

【 主 　   催 】

【 開 催 期 間 】

【 開 館 時 間 】

【 休  館  日 】

【 入  館  料 】

【 前  売  券 】

【 ア ク セ ス 】

【 住     所 】

【 お 問 合 せ 】

【ホームページ】

【携帯サイト 】

【専用アプリ】

【リリース・広報のお問合せ】　担当： 所、村岡、羽田　TEL.03-3400-2538 (直）　FAX.03-3400-2436　MAIL.press@nezu-muse.or.jp


